
現実空間とデジタル空間の融合の観点で、日常の様々な
状況における有効なシステム開発に取り組みます。

略歴 所属学会
筑波大学卒業、湘北短期大学、駿河台大学に
てスマートデバイス向けシステム開発を中心
に教育・研究をすすめながら、その成果を地
域連携に還元することにも取り組んできた。
2024年4月に本学着任、現在はモバイルコン
ピューティングとXRの連携に関する研究を
進めている。

日本物理学会
数式処理学会
日本バーチャルリアリティ
学会
日本デジタルゲーム学会
地域活性学会

WebXRによるマルチデバイスシステム構築

WebXRを用いたデバイスに応じたインタラク
ション実現
VR/MRが普及しつつあるなかで、データ可視化・分
析は、いまだ平面スクリーンでの作業が中心となっ
ている。その要因の一つに、デバイスの差を意識せ
ずにVR/MRを利用できる環境が十分に整っていない
ことが理由の一つと考えられる。そこで、WebXR
を用いることで、デバイスの特性を生かしながら汎
用性のあるコンテンツの構築に取り組んでいます。

主な論文発表など
・WebXRを使った没入型Webコンテンツを
使ったこれからのWeb制作教育の可能性
・ユビキタスラーニングシステムの構築
・自動走行を用いた人工知能導入教育プログ
ラムの開発

共同研究などの事例
・商学連携による厚木市商工会議所会員向けの
Webサイト構築支援
・飯能路地グルメ支援のためのスマートフォンを
使ったクイズラリーサービスの構築
・紋別市商工会議所とのARスタンプラリーアプ
リの開発

お問合せ 345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 
日本工業大学 先進工学部 情報メディア工学科 本池 巧
Tel. 0480(33)7717 (直通), E-mail :motoike.takumi@nit.ac.jp

空間コンピューティング
モバイルコンピューティング

本池 巧
もといけ たくみ

教授
先進工学部

情報メディア工学科

研究紹介

ビーコンを活用した人の流れの解析
ビーコンデバイスと連携させたクイズラリーなどを商店街等と
協力して実施し、イベント時の人の流れをビーコンが誘導する
ウェブサイトのアクセスなどと組み合わせることで、人の集中
する場所を同定し、案内チラシの配布など人の流れの調整に取
り組みました。
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専門家にしか理解できない文字や数値の羅列ではなく、
誰にでも理解しやすいように可視化する技術に関する
研究に取り組んでいます。
略歴 所属学会など

1995年より日本工業大学情報技術センター助
手、2007年より日本工業大学工学部情報工学
科助手、2008年より同助教、2013年より同准
教授。 現在は教育工学をベースにした可視化
技術の研究に着手している。

映像情報メディア学会
情報処理学会
電子情報通信学会

ICT技術を活用した可視化技術に関する研究

主な論文発表共同研究の事例
・介助技術の習得支援教材を板橋ロイヤル訪
問看護ステーションのスタッフと共同で開発
・地域連携事業「宮代町オリジナル観光マッ
プ」を共栄大と共同で制作

研究紹介

可視化技術・教育工学

松田 洋
まつだ ひろし

准教授

X（旧Twitter）を用いた情報の可視化
インターネットに発信された情報を有効に活用し、
「雨予報」を可能にするシステムを提案した。

AR技術を用いた補助教材の開発
拡張現実の技術を用いて、様々な教科の補助教材を
開発し、学習意欲を向上させるシステムを提案した。

映像補助教材システムの開発
バレットタイム技法を用いて、初心者がケア技
術を効率的に学習できるシステムを提案した。

学内ナビゲーションアプリの開発
情報工学科棟をモデリングし、目的に応じてナビ
ゲーションするシステムを提案した。

1) 3DCG 映像による介助技術の習得支援教材の開発,
電子情報通信学会総合大会 (2017), 168.
2)地域貢献をテーマとした文理協働PBLの試み,私立大
学情報教育協会, ICT利用による教育改善研究発表論文
(2017).
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